
令和４年度 久慈市立宇部中学校 校報 

 

 

 

令和５年３月９日  第２５号  文責：岩﨑 幸彦 

【学校教育目標】 

心身を鍛え、粘り強くやり抜く人 

思いやりにあふれ、情操豊かな人 

志をもち、主体的に学ぶ人 

郷土を愛し、復興・発展を支える人 

 

 

 

 
令和４年度も今日の修了式、そして明日の卒業式で一つの大きな区切りを迎

えます。これまで保護者の皆様をはじめ、多くの方々のご支援をいただきなが

らこの日を迎えることができたことに感謝いたします。 

昨年度にひきつづき、本年度も新型コロナウイルス感染症に関わって多くの行事や活動に制

限がありました。そんな中でも運動会や文化祭など、生徒は生き生きと活動し、成長する姿を

見せてくれました。 

 卒業する３年生は新たな進路で、１・２年生は宇部中の中核として来年度にはさらなる活躍

をしてくれることを期待しています。 

 どうぞ来年度もこの校報を読んでくださっているすべての方から多くのご意見やご支援を頂

けますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

                         を開催しました。 

 ３月２日（木）に本校体育館で、生徒たちにとって今年度の復興学習のま 

とめとして復興講演会を開催しました。この会は本校ＰＴＡと共催をさせて 

いただき、岩手県ＰＴＡ連合会からも「ＰＴＡ希望支援金」の助成を受けて 

実施させていただきました。 

講演会の講師として元宇部中学校校長の佐々木慶信様にお越し頂き、実際 

の震災被害の状況や復興の在り方、当時の宇部中が行った復興支援や山田町 

とのつながりについてお話を頂きました。 

 当日は生徒２５人・ＰＴＡ１６人・地域住民２０人が参加し、非常に有意義な会となりまし

た。生徒からは「宇部と被災地との交流が活発であったことを初めて知った」という感想や、

地域の方からは「当時のことを思い出させていただいた。今、

自分ができることを改めて行いたいと思った。」などという声

をいただきました。 

 その後、生徒は全校生徒が集まる８日（水）の１４：４６に

全校で黙とうをささげさせていただきました。今週末は１２年

目の３月１１日となります。どうぞご家庭でもこれを機会に緊

急避難先の確認など、防災についてのお話をしていただけたら

と思います。 

            

            同じく３月２日（木）にアンバー 

ホールにて久慈市の令和４年度各種 

表彰式が行われ、本校軟式野球部が 

昨年度に引き続き県中総体にて３位となったことから「久慈 

市少年スポーツ奨励賞」を受賞しました。 

当日は代表の宇部智也さんが列席し、表彰を受けました。 

来年度の生徒の活躍にも期待したいと思います。 

希望・努力・理想 



令和４年度 修了式 校長式辞 
皆さん、進級おめでとうございます。今、各学年の代表である伊藤魁治さん、宇部龍進

さんに全員分の修了証を手渡しました。それぞれの学級であらためて担任の先生から修了

証を受け取ってください。そして、家に帰ったら真っ先にお家の方にその修了証を見せ、

この一年の家族の支えに対する感謝の言葉を伝えてください。当たり前のように学校に来

ている毎日は、家族の支えによって成り立っていることを忘れないでほしいと思います。 

さて、今年度、一年を振り返った時、私は皆さんに３つのお願いをしたことを覚えてい

るでしょうか。１学期は「好奇心」「自信」「勇気」「継続」という言葉を胸に、「やっ

てできないことはたくさんあるが、やってみなければわからない」という気持ちで頑張り

ましょう。２学期は「impossible is nothing」（不可能なんてない）という言葉を胸に、

途中で投げ出さず、最後までやり続けましょう。３学期は「希望・努力・理想」という校

訓を心に留め、「志」を立てて一歩一歩成長しましょう。覚えていてくれたのならうれし

いのですが、忘れていても構いません。私の話を受けて、各学級の担任の先生から、皆さ

んに期待することが話され、それを受けて、一人ひとりが各学期の目標を立てているはず

だからです。その目標に対して、自分がこの一年、どういう行動をとったのかを、必ず振

り返ってください。「できたのか」「できなかったのか」そして「それはなぜなのか」で

す。計画のない目標は、ただの夢に過ぎないといいます。目標に対する自分の行動を振り

返り、来年度先輩としてどう行動するのか、しっかりと考えてほしいと思います。 

今年度は11月にサッカーワールドカップが開催されました。日本代表主将吉田麻也選手

の言葉に、こんなものがありました。「やってきたことが評価されるのは、結果が出たと

きだけ」厳しい覚悟をもって臨む人の言葉だと感じました。今、３年生は、まさにそうい

う状況の中で、合格の発表を待っています。皆さんにもその日がやってきます。努力の過

程が無駄だということではありませんが、いつか必ず、努力の過程だけではなく、結果を

求められる時が来ます。その時に負けない心の強さも身に付けてほしいと願っています。

この一年を振り返れば、皆さん一人ひとり、大きく成長したと感じています。心の強さも

少しずつ身についていると感じています。「継続は力」といいます。一歩一歩着実に歩み

を進めていきましょう。 

最後に、明後日から３週間余りの春休みですが、「命」「学力」「体力」３つの落とし

物をしないことはもちろん、自分に厳しく、学習、部活動に取り組んでください。４月の

始業式で、先輩として大きく成長した、元気な姿の皆さんと会えることを楽しみにしてい

ます。 

保護者の皆様へ 

 明日の卒業式は新型コロナウイルス感染症対策をしっかりと行った上で実施します。事前

に文書をお渡ししておりましたが、生徒については、式典全体を通じてマスクを外すことを

基本としますが、着脱について強いることはありません。 

このことについて各家庭で事前にご確認いただけましたでしょうか。その上で、どの場面

においてもマスクを外さないなどの判断を生徒にお伝えいただき、列席させていただけたら

と思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


